
課題解決型高度医療人材養成プログラム 
選定事業の概要と推進委員会からの主なコメント 

 
［取組１］医師・歯科医師を対象とした事業 

     （１）横断的な診療力とマネジメント力の両方を兼ね備えた医師養成 

① 医療の質管理領域（医療安全・感染制御） 

 

 整理番号 ２ 
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名古屋大学 

事 業 名 明日の医療の質向上をリードする医師養成  

事 業 責 任 者 大学院医学系研究科長 高橋 雅英 

事 業 の 概 要 

・附属病院内に、①医療の質向上と患者安全を担う医師養成事業と、②履修者の所属医療機関をつな

ぐ人財ハブ事業を担うセンターを設置する。 

・教育プログラム（140 時間の講義、実習）を作成し、受講者の確保、管理、履修認定などを行う。医

師養成は、附属病院内の医療基盤部門（医療の質・安全管理部、中央感染制御部、メディカル ITセン

ター、先端医療・臨床研究支援センター、卒後臨床研修・キャリア形成支援センター）が連携、共同

する。質管理教育に関しては、トヨタグループ、中部品質管理協会と提携して行う。現場の医療者に

対応できるよう、遠隔受講システムを導入する。 

・履修者（受講生）が勤務する施設の基盤部門と実務を共有し、業務への助言や危機管理相談等を可

能とする遠隔会議環境を整え、履修者のキャリア支援など、人財ハブセンターとしての機能を拡張し

ていく。 

推進委員会からの主なコメント    ○：優れた点等、●：充実を要する点等 

○世界的に評価が定まっているトヨタの安全・質管理を取り入れており、教育対象者を第一線の中堅

医師とするなど、独創性、実効性、有用性で極めて高く評価できる。プログラムが外部に開いてい

る点も評価できる。 

○教育を担当する人的資源が充実しており実行可能性が高い。 

○患者安全と質管理の同時修得をうたっているとおり、質管理においては国内トップ企業との濃密な

連携の道筋が示されており、教育効果が期待できる。 

○「人材ハブセンター」構想は、安全や質向上を大学外に水平的に展開する優れた取り組みである。 

●「明日の医療の質・向上をリードする医師養成プログラム」では履修科目が多いため、履修者の本

務との両立を図るための配慮が必要である。 

●産業界の先進的な品質管理手法を導入した新しい試みであるが、過度に医療を工業と同列の単純・

線形化したモデル教育は限界とリスクを包含することも想定されることから、事業参画者の中で十

分な協議・検討を行った上で、人材養成に取り組んでいただきたい。 

●感染制御コースは既に ICD の資格を有する者が対象であり、新たな ICD 養成のための教育プログラ

ムが構築できないか検討いただきたい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


